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【５】介護保険料並びに滞納者の給付制限について

１．令和８年度の介護保険料について

介護保険料については、令和６年度からの「南丹市高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画」

に基づき、令和６年度～令和８年度の基準額を決定しました。

南丹市では、第９期から所得段階区分を国の標準的な段階に合わせて 1３段階（第８期は１１段

階）に設定しています。また、低所得高齢者の保険料軽減強化を図る目的で、第９期においても第

１～３段階の保険料が減額されています（別添「南丹市 令和 8年度 介護保険料について」参

照）。

２．滞納者の給付制限について

特別な事情がないにもかかわらず、介護保険料を滞納すると、介護保険法に基づき、滞納期間に

応じて給付制限等を受けることとなります（資料５ 別紙１「介護保険給付制限について」参照）。

支払方法の変更（保険給付の償還払化）を受けている方は、介護サービスを受けたときにサービ

ス提供事業者に一旦費用の全額を支払い、領収書の発行を受けたうえで、後日、保険者分の 9割

（一定以上所得者は8割または7割）の請求を行うこととなります。

また、２年を超えて介護保険料を滞納すると、介護サービスを利用した際の利用者負担が増える

（給付額の減額）こととなります。給付減額の措置を受けている方は、負担割合証には、１割（一

定以上所得者は本人負担が２割または３割）と記載がありますが、実際の本人負担は、３割（一定

以上所得者は本人負担が４割）となります。

つきましては、各事業所におきまして、以下のとおりご留意いただきますようお願いします。

■居宅介護支援事業所

利用者が介護保険料を滞納していないかどうか、ご本人やご家族に声がけ等により確認をお願

いします。もし、滞納があった場合は市役所に相談するように伝えてください。

支払方法の変更を受けている利用者については、ケアプラン作成等に係る費用であっても一旦

は利用者から支払いを受けることとなります。対象経費を利用者に対し請求し、支払いがあった

場合は領収書を発行するとともに、保険者に請求するよう伝えてください。

また、給付減額等の措置を受けている方は、被保険者証に記載がありますので、利用者の被保

険者証（資料５ 別紙２ 「被保険者証」参照）の確認をお願します。
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■地域密着型サービス事業所

居宅介護支援事業所と同様に、また、給付減額等の措置を受けている方は、被保険者証に記載

がありますので、利用者の被保険者証（資料５ 別紙２「被保険者証」参照）の確認をお願しま

す。

支払方法の変更を受けている利用者については、サービス利用料を利用者から一旦全額支払い

を受け、領収書を発行し、保険者に請求するよう伝えてください。

※２年以上滞納された介護保険料は、時効により遡り納付するができなくなりますのでご注意く

ださい。
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　　 介護保険料を滞納すると介護保険法で、滞納処分や給付制限が決められています。
　　 災害などの特別な事情もなく介護保険料を滞納している場合は、次のような制限がとられます。
　　 ※本人負担を１割として記載しています。一定以上所得者は本人負担が２割、又は、３割にな
　　　ります。

１）介護保険料を１年以上滞納している場合
　　　介護サービスを利用するとき、費用の全額が一旦、本人負担になります。

通　　常 ⇔　
本人負担
（１割）

滞納して
いる場合

⇔　

　後日、申請により保険給付分の９割が支給されます。
　例）介護サービス費が３０万円かかるとすると、一旦３０万円を支払って
　　　いただき、申請によって、後日２７万円が支給されます。

２）介護保険料を１年６カ月以上滞納している場合
　　　介護サービスを利用するとき、費用の全額が一旦、本人負担になり、さらに保険給付分から
　　保険料を支払っていただきます。

通　　常 ⇔　
本人負担
（１割）

滞納して
いる場合

⇔　

　保険給付分の９割の支給が一時差し止められます。
　例）介護保険料の滞納が６万円あった場合、介護サービス費用が３０万円かかるとすると、
　 　　一旦３０万円支払っていただき、申請によって本来支給される２７万円から滞納した
　　　保険料分の６万円を差し引いた２１万円が支給されます。

３）介護保険料を２年以上滞納している場合
　　　介護サービスを利用するとき、本人負担が３割（または４割）となります。

通　　常 ⇔　
本人負担
（１割）

滞納して
いる場合

⇔　

　滞納している期間の長さに応じて、一定期間、保険給付の割合が９割から７割に引き
　さげられます。
　また、高額介護サービス費、特定入所者介護サービス費等の支給も受けられなくなります。
　例）介護サービス費用が３０万円かかるとすると、本来１割の３万円で済む支払いが
　　　一定期間３割の９万円になります。

介護保険給付制限について

介護サービス費用

保険による給付（９割）

本人負担（全額）

介護サービス費用

保険による給付（９割）

本人負担（全額）

介護サービス費用

保険による給付（９割）

保険による給付（７割） 本人負担（３割）

安心して介護サービスを利用できるようにきちんと介護保険料を納めましょう。
※２年以上滞納された介護保険料は、今後さかのぼって納付していただくことができなくなります。
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対象者には、給付制限内容と、
期間が記載されています。
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